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評価語	 良い意味	 悪い意味	 わからない	
-------------------------------------------------------------- 
			へいわ	 				43 	0	 	 	 		0
			げんき	 	 	 	43 			0								0	
			ゆうき	 	 	 	42 			0								1	
			きれい							42	 		0								1	
			うまい	 	 	 	42	 		1								0	
			きぼう	 	 	 	41 			0								2	
			すてき	 	 	 	40 			0								3	
			とくい	 	 	 	40	 	0		 		3	
			せいぎ	 	 	 	39 			0								4	
べんり	 	 	 	39	 			0	 	 	 	 4	
H	 	 	 	40 			2								1	
+I	 	 	 	38	 	0	 	 	 	 5	
G 	 	 	 	38 	0	 	 	 	 5	
1O#	 	 	 	37 	0	 	 	 	 6	
MH	 	 	 	37	 	2	 	 	 	 4	
AJ	 	 	 	 2	 		29 	12	
 M	 	 	 	 2								33	 	8	
O	 	 	 	 4	 		36 		3	
&J	 	 	 	 2	 	 	 	 35 	6	
61	 	 	 	 2	 	 	 	 35 		6	
			はずれ	 	 	 	 0	 	 	 	 34 	9	
			ふけつ	 	 	 	 0	 	 	 	 34 		9	
			いたい	 	 	 	 2						 	36 		5	
			あくま	 	 	 	 1	 	 	 	 36	 	 	 	 6	
			ずるい	 	 	 	 1	 	 	 	 36 		6	
			おこる	 	 	 	2								37 		4	
			まずい	 	1								41 		1	
			けんか	 	 	1								42 		0	
			ださい	 	 	 	0								42 		1	
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注
注1）  実は、熟知度調査用紙の作成の際にうっかりミスが
あり、「ずるい」を2度使ってしまい、「ふべん」が抜
けていたことに、調査実施後に気づいた。それでも、
表2に示すように、「悪い意味」の評価語は重なりな
く10語が選定できたので、特に問題はなかった。
注2）  潜在連想テストの実施にあたっては「このテストが
潜在意識をあぶり出す可能性があること」を十分
に説明した上で、被検査者の同意を得ることが求
められる。しかし、今回の試行では「無記名で個人
としてのデ ターを使わない」ため、そうした措置は取
らなかった。
注3）  男子児童1名が、3行目（「いじめ」に×をつける課
題）を全く遂行していなかった。何らかの事情でこ
の行だけ遂行できなかったようである。ここでは、2
行目（「いじめ」に◯をつける課題）の遂行数を代入
し、差を0とすることで、平均値への影響を最小にす
る措置を取った。なお、この児童のデ ターを丸ごと
削除した場合でも結果にほとんど影響はなかった。
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